
力
関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
基
礎
の
上
に

御
出
席
の
皆
様

中
国
第

一
歴
史
橿
案
館
館
長

十
月
の
北
京
は
特
に
人
々
を
魅
了
さ
せ
る
季
節
で
す
。
今
日
は
ま
だ
秋
雨
が
し
と
し
と
と
降

っ
て
い
ま
す
が
、
明
日
は
き

っ
と
天

高
く
爽
や
か
で
、
う
ら
ら
か
な
天
気
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
新
世
紀
の

一
番
最
初
の
こ
の
素
晴
ら
し
い
秋
の
季
節
に
、
私
た
ち
は
こ

こ
で
第
六
回
中
国
・
琉
球
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
は
じ
め
に
、
中
央
橿
案
館
国
家
橿
案
局
毛
福
民
館

局
長
、
中
国
第

一
歴
史
樅
案
館
の
職
員
を
代
表
し
ま
し
て
、
遠
路
は
る
ば
る
来
ら
れ
た
沖
縄
県
教
育
委
員
会
津
嘉
山
朝
祥
教
育
長
、
沖

縄
県
教
育
委
員
会
の
代
表
団
の
皆
様
な
ら
び
に
関
係
す
る
日
中
の
研
究
者
の
皆
様
、
来
賓
の
皆
様
に
対
し
熱
烈
な
る
歓
迎
と
心
か
ら
の

感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
熱
誠
な
敬
意
を
表
し
ま
す
。

一
九
九

一
年
の
は
じ
め
、
中
国
第

一
歴
史
樅
案
館
と
沖
縄
県
教
育
委
員
会
は
相
互
交
流
の
覚
書
に
調
印
後
、
非
常
に
成
果
の
あ
る
協

一
九
九
八
年
、
双
方
は
中
琉
歴
史
関
係
学
術
交
流
を
継
続
し
て
行
う
協
議
書
に
調

印
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
十

一
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
時
間
は
長
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
交
流
が
途
絶
え
る
こ
と
は
な
く
、
学
術
交

流
は
頻
繁
に
行
わ
れ
、
お
互
い
に
刺
激
し
あ
い
、
多
大
な
成
果
を
収
め
、
中
琉
歴
史
関
係
研
究
を
大
き
く
進
展
さ
せ
ま
し
た
。
双
方
は

す
で
に
五
回
も
の
中
国
・
琉
球
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
交
互
に
開
催
し
、
五
冊
の
学
術
論
文
集
を
出
版
し
、
双
方
で
三
十

第
六
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
っ
て

邪

永

福
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本
以
上
の
学
術
論
文
を
発
表
い
た
し
ま
し
た
。
論
文
の
内
容
は
冊
封
、
朝
貢
、
貿
易
、
文
書
制
度
、
琉
球
官
生
留
学
、
双
方
で
の
海
上

遭
難
者
の
救
助
保
護
、
中
国
沿
海
各
省
で
の
琉
球
国
使
臣
の
上
京
と
帰
国
の
際
の
護
送
及
び
接
待
、
そ
し
て
、
中
琉
の
使
者
の
活
動
、

琉
球
人
の
中
国
で
の
病
死
、
救
助
保
護
、
葬
儀
な
ど
各
方
面
に
及
ん
で
お
り
ま
す
。
双
方
の
学
者
の
訪
問
を
通
し
て
、
国
子
監
、
円
明

園
、
張
家
湾
、
東
西
陵
、
首
里
城
、
久
米
村
な
ど
の
文
化
遺
跡
を
調
査
し
、
理
解
と
友
誼
を
深
め
ま
し
た
。

一
九
九
五
年
と

二
0
0
0

年
、
沖
縄
県
公
文
書
館
に
お
け
る
清
代
琉
球
国
王
表
奏
文
書
展
覧
会
の
開
催
も
成
功
を
収
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
有
意
義
な
活
動
を
通

し
、
歴
史
を
紹
介
し
あ
い
、
影
響
を
及
ぼ
し
、
多
く
の
人
が
次
の
よ
う
な
理
解
を
深
め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
中
琉
歴
史
関
係

は
歴
史
が
古
く
、
早
く
は
紀
元
六
世
紀
の
隋
の
時
代
に
、
中
琉
間
で
は
す
で
に
文
化
、
経
済
貿
易
交
流
が
行
わ
れ
て
お
り
、
明
清
代
に

至
っ
て
両
国
の
関
係
は
さ
ら
に
進
展
し
、

冊
封
、
進
貢
等
を
通
じ
て
、
長
期
に
わ
た
り
親
密
な
友
好
関
係
を
維
持
し
、
友
誼
は
絶
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
経
済
貿
易
、
文
化
交
流
も
日
々
活
発
に
な
り
、
中
琉
間
の
長
期
に
わ
た
る
交
流
活
動
の
中
で
、
多
く
の

橿
案
文
献
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
中
国
第

一
歴
史
棉
案
館
に
は
数
千
件
の
中
琉
交
流
の
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
す
が
、
こ
れ

ら
の
貴
重
な
櫓
案
文
献
は
両
国
の
親
密
な
交
流
の
真
実
の
記
録
と
象
徴
で
あ
り
、
ま
た
今
日
、
中
琉
歴
史
関
係
を
研
究
す
る
た
め
の
貴

重
な
第

一
級
の
史
料
で
す
。

中
琉
歴
史
関
係
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
進
展
す
る
中
、
中
国
第
一
歴
史
樅
案
館
も
中
琉
歴
史
関
係
史
料
の
整
理
、
編
集
、
出
版
業
務

に
力
を
入
れ
、
こ
こ
十
年
来
、

『清
代
中
琉
関
係
橿
案
選
編
』
、
『続
編
』
、
『三
編
』
、
『四
編
j

、
『清
代
琉
球
国
王
表
奏
文
書
選
録
j

等

を
、
相
次
い
で
出
版
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
首
里
城
（
（
財
）
海
洋
博
覧
会
記
念
公
園
管
理
財
団
）
が
復
元
し
た
康
熙
帝
の
御
書
「
中

山
世
土
」
の
扁
額
、

二
顆
の
銀
製
の
「
琉
球
国
王
之
印
」
は
中
国
第

一
歴
史
橿
案
館
の
文
献
史
料
を
拠
り
所
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
（
現
（
財
）
沖
縄
県
文
化
振
興
会
公
文
書
管
理
部
史
料
編
躾
室
）
編
集
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
発
行
の
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た
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

『歴
代
宝
案
」
校
訂
本
は
内
容
が
豊
富
で
、
校
訂
と
注
釈
も
詳
細
で
あ
り
、
人
々
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
中
琉
双
方
は
継
続
し
て

貴
重
な
史
料
を
出
版
し
、
中
琉
歴
史
関
係
研
究
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
た
め
に
し

っ
か
り
し
た
基
礎
を
固
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
九
篇
の
論
文
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
日
本
側
が
三
篇
、
中
国
側
が
六
篇
で
す
。
論
文
の
数
は
こ
れ
ま
で
の

中
で
最
も
多
く
、
題
目
も
斬
新
で
、
広
範
囲
に
及
ん
で
い
ま
す
。
専
門
家
の
方
々
が
各
自
の
意
見
を
遠
應
す
る
こ
と
な
く
述
べ
ら
れ
、

研
究
、
交
流
が
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
皆
様
の

一
致
団
結
し
た
努
力
の
も
と
、
必
ず
や
新
機

軸
、
功
績
を
う
ち
た
て
、
中
琉
歴
史
関
係
研
究
が
ひ
と
つ
の
新
し
い
ス
テ

ッ
プ
ヘ
踏
み
出
す
こ
と
を
私
た
ち
は
信
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
第
六
回
中
国
・
琉
球
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
功
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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